
た」76％、「まあまあよかった」24％、「あまりよくなかった」及

び「全くよくなかった」はゼロだった。冒頭で行ったアイスブ

レーク的なアクティビティ「うれしい発見」により、すぐに場内

が和気あいあいとした雰囲気に包まれた。「いきいきと生きら

れるまち」を考える「ダイヤモンドランキング」では、講演の内

容を例として出しながら意見を述べ合うグループもあった。

反省点・今後の課題

プログラム評価の結果から、次のような点が明らかとなっ

た。

○「人権」とうたわなくても、「まちづくり」、「地域づくり」とい

う視点で講座を設定すると参加しやすい。

○グループでの学習活動においては、グループごとの話し合い

を促進、援助するための「テーブルマネージャー」を配置す

ることで、学習活動に深まりが生まれる。

○講演でも参加体験学習の取り入れ、進行者（ファシリテータ

ー）が講演内容に即した紹介や説明を行っていった。運営側

からの型どおりの「講師紹介」や「謝辞」に留めないことも、

参加体験型学習では重要である。

○参加体験型学習におけるグループでの話し合いは、「他人の

話を否定することなく受け入れる」、その上で「自分の考え

を述べる」という流れで進められた。これは日常的なコミュ

ニケーションの基本であるが、参加体験型学習を通してそれ

を再確認することで他人を思いやるという人権の基本的な

部分を身につけることにもなる。

②アクティビティ「ダイヤモンドランキング」

グループごとに「いきいきと生きられるまち」の9つの項

目を挙げてランキングしていく。最後に各グループが「第1

位」の項目を中心に、その選定理由などを発表する。

連携状況

鰺ヶ沢町教育委員会と特定非営利活動法人NPO推進青森会

議が連携して実施した。全体の総括とプログラム企画、ファシ

リテーターなどをNPOが担当。鰺ヶ沢町教育委員会は会場の

提供と、チラシなどによる広報を行っていった。県教育委員会

も随時アイディアを出していった。

特色・工夫した点

○参加体験型のアクティビティに対しては、「何かやらされる」

という点に対する拒否反応も予想されたことから、参加者募

集のチラシには「ワークショップ」という言葉は用いず、「体

験タイム」という言葉を使用した。

○体験タイムでは、各グループに進行を補助する「テーブルマ

ネージャー」を配置して、参加体験型のアクティビティに慣れ

ていない参加者を支援した。

実施結果

参加者の反応・事業の反響等

参加者アンケートによれば、「講演」については、「大変よかっ

た」が83％、「まあまあよかった」が17％であり、「あまりよく

なかった」及び「全くよくなかった」はゼロだった。知的障害者

と日常的に接している成田さんの実感のこもった話は、身近な

例から人権について考えさせられる内容であり、大変好評だっ

た。

「体験タイム」については、アンケート結果では「大変よかっ
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鯵ヶ沢町教育委員会

長の成田春洋さんに「いきいきと生きられるまち」をテーマに

講演してもらった。成田さんは同施設で知的障害者の更生に

携わっており、知的障害者と一緒に過ごす日々について具体

的な話がなされていった。後半は、「体験タイム」として、以下

のような参加体験型のアクティビティを行った。

①アクティビティ「うれしい発見」

参加者をいくつかのグループに分け、最初に各自が自分

の得意なことやアピールしたいことを付せんに書く。その

後に、付せんの内容をもとにグループのメンバーが自己紹

介をする。一人の自己紹介が終わったら、右隣の人が「それ

はすばらしいですね」といい、なぜすばらしいのか理由や感

想を話す。

事業の目的

青森県では文部科学省が推進する「人権教育推進のための調

査研究事業」に参画し、平成16年度から2年にわたって県内各

地の市町村で社会教育分野に関する人権教育事業を行った。そ

の実施事業のひとつ。鯵ヶ沢町に委託する形を取りつつ、県、

町、NPOが三位一体となって進めていった。

モデル講座の目的は、自分たちの住む町を「いきいきと生き

られるまち」にする方法を探すというもの。「子どもも高齢者も、

男性も女性も、障害のある人もない人も、みんなが地域や社会

と関わりを持ちながら幸せに暮らしていく」ために、講座を通

して「人間は本来一人一人違いがあり、そのことを肯定的に捉

え尊重しあうことが大切である」ことを実感し、「一人一人がい

きいきと生きられるまちはどんなまちか」を考えてもらう。

具体的な効果を図るため、講座終了後には参加者やスタッフ

を対象にしたプログラム評価を実施。参加者アンケート調査、

参加者ヒアリング調査、スタッフヒアリング調査、講座の運営・

実施状況の観察といった方法が取られた。

事業概要

前半は地元の社会福祉法人抱民舎「であいの家あうん」施設
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 実施年月日：平成17年3月12日（土） 

参加人数：51人 

 

青森県人権教育・学習推進協議会 

（鯵ヶ沢町教育委員会及び特定非営利活動法人NPO推進青森会議により組織） 

 

鰺ヶ沢町中央公民館 

 

県民 

 

人権全般 

実施年月日 

実績等 

 

主催（共催）
 

 

 

開 催 場 所 

 

対　　　象 

 

人 権 課 題 

鯵ヶ沢町教育委員会 
青森県鰺ヶ沢町教育委員会教育課 

TEL 0173-72-2859研 座 演 シン 資 映 他 体 ワ 

三戸町人権学習モデル講座 
「みんなにやさしいまちをつくろう」 

鰺ヶ沢町人権学習モデル講座 
「いきいきと生きられるまち」 

人権教育指導者研修会 

男女共同参画講演会 

社会教育パワーアップセミナー 
男女共同参画推進トップセミナー公開フォーラム 

人権教育指導者研修会 

埼玉県市町村人権教育指導者研修会 

人権教育資料（家庭教育編） 
「あいちゃん」の制作 

インターナショナルユースセミナー 
いろんな人あつまれ！ 

「人権セミナー（第1・2・3期）」 

生涯学習支援者研修1コマ事業 

人権を考える講話会 

社会人権教育リーダー研修会 

「子どもの権利の日」 宣言 

三戸町人権学習モデル講座 
「みんなにやさしいまちをつくろう」 

鰺ヶ沢町人権学習モデル講座 
「いきいきと生きられるまち」 

人権教育指導者研修会 

男女共同参画講演会 

社会教育パワーアップセミナー 
男女共同参画推進トップセミナー公開フォーラム 

人権教育指導者研修会 

埼玉県市町村人権教育指導者研修会 

人権教育資料（家庭教育編） 
「あいちゃん」の制作 

インターナショナルユースセミナー 
いろんな人あつまれ！ 

「人権セミナー（第1・2・3期）」 

生涯学習支援者研修1コマ事業 

人権を考える講話会 

社会人権教育リーダー研修会 

「子どもの権利の日」 宣言 

鰺ヶ沢町人権学習モデル講座 
「いきいきと生きられるまち」 

後半に行われた「体験タイム」での話し合いのようす 講座「いきいきと生きられるまち」参加募集のチラシ

グループごとの発表のようす




